
    
人口構造の変化(少子高齢化)は「献血可能人口の減少｣･｢求められる輸血医療の変

化｣･｢人材(労働力)の不足｣を生じさせる。 

 医療技術の進歩などにより、医療現場から新たな製剤の開発が求められる。 

 輸血用血液製剤の需要は大きな増減はないと見込まれる一方、免疫グロブリンを中心した血漿分画

製剤の需要は増加し、国内自給に必要となる原料血漿量が 136～160 万Ｌ規模に達する。 

 原料血漿確保のため献血者が必要となる一方で、少子高齢化等の影響で献血可能人口が減少する。 

 

 

 

 

 

 国内の人免疫グロブリン製剤の需要は、令和６年度需給計画において 3,180,800 本(2.5ｇ換算)であり、

原料血漿量の見合いで 160 万Ｌ規模である。（収率 2.0 本/L として試算） 

 現在の国内血漿分画製剤メーカー３社の製造能力は合計で 120 万Ｌ程度と見込まれているが、武田

薬品工業㈱が令和 12 年(2030 年)を目途に大阪に 200 万Ｌの製造能力をもつ新工場を稼働させる予

定である。 

 国が令和５年度に策定した基本方針には、令和 10 年度の必要原料血漿量が 136 万Ｌに達する可能

性があると推計されている。 

 

短期間での急激な献血者数の増加を避けるために、単年度の血漿分画製剤メーカーの供給量に関わ

らず中長期的に原料血漿確保量を増加させる。 

 

 

 

当面の間は、単年度の血漿分画製剤メーカーへの供給量に関わらず毎年度 2 万 L ずつ確保量を増加

させていく。（貯留保管在庫量を積み増す） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

～ 今後の血液事業を取り巻く状況 ～ 

血漿分画製剤用原料血漿必要量の見通し 

今後の原料血漿確保計画 

対応策 

今後の血漿分画製剤用原料血漿の確保量について 

◆血漿成分献血に協力いただける方の

確保 

◆原料血漿確保を目的とした献血ルー

ムの拡充 

効率的に採取可能な成分採血装置

の導入 

◆多くの原料血漿〈Recovered Plasma〉

を得られる製品開発や技術導入 

 





【⽇本⾚⼗字社 広報キャンペーン アンバサダー 上⽩⽯萌音さん】 
2023 年度から「⾚⼗字は、動いてる！SAVE365」と銘打って、かけがえのない⽇常を支え続ける⽇⾚の

活動を伝えることとし、キャンペーンのアンバサダーに俳優の上⽩⽯萌音さんが就任。TV コマーシャルや
雑誌とのコラボレーション、SNS キャンペーンなどを展開している。 

【学⽣献⾎連盟のアンバサダー ⼼悠(みゆ)さん】 
愛知県在住のシンガーソングライター⼼悠(みゆ)

さんが、愛知県⾚⼗字⾎液センター 愛知県学⽣献⾎
連盟「Aichi Go」のアンバサダーに就任。学⽣献⾎
キャンペーン会場等において若い世代に向けて献⾎
の啓発に協⼒いただいている。 

【献⾎ルーム １⽇所⾧ 市川選⼿】 
ＳⅤリーグ「ウルフドックス名古屋」の市川選⼿

が献⾎ルーム１⽇所⾧に就任。イオンモール則武に
設置したステージにて市川選⼿による献⾎セミナー
や写真撮影会、サイン会などを実施。多くの来館者
に向けて献⾎啓発をしていただいた。 


